
●JSMEテキストシリーズ「振動学」初版 第 2刷～第 5刷 正誤表 

No 頁 行 誤 正（下線部訂正） 

1 17 17 P点まわりの慢性モーメントである． P点まわりの慣性モーメントである． 

2 21 図 3.3 

  
横軸上の表示 (cos φ) 削除 

縦軸上の表示 (sin φ) 削除 

3 21 28 なお，上式の定常応答は外力の振動数

と同期して発生するので，・・・ 

なお，上式の定常応答は外力の振動数と

一致して発生するので，・・・ 

4 23 13 (identification of damping ratio 

characteristics of resonance) 

(identification of damping ratio with 

characteristics of resonance) 

5 26 20 

式

(3.35) 

2 /

0
1 cos( )d

n

M t
  

 


   
   

    
   

2 /

0
1 co( ) s( )d

n

d s nx MM t
  

 


 
   

   
    


 

6 27 5 3・1節では 3・3節では 

7 28 図3.12 (a)伝達率の縦軸上の表示 dM  tM  

8 28 図3.12 (b) 位相図 (b) 位相角 

9 28 図3.12 (b)縦軸 
d   

d   

10 28 18 共振角振動数 n d の 無減衰固有角振動数 n の 

11 32 図3.15 
maxf t N t   T N t   

12 32 23 の振動数 f に対して少なくとも 2倍

以上高くとる必要がある．2 sf をナイ

キスト周波数 

の振動数 maxf に対して少なくとも 2 倍

以上高くとる必要がある． / 2sf をナイ

キスト周波数 

13 67 29 式（5.16）の次の式 式（5.16）の下の式 

14 68 図5.22 
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15 74 図5.32 

  

16 93 29 0i

t t aU m r e ， i

b b aU m r e  
0i

t t aU m r e ， b a

i

bU m r e  



17 93 32 arg arg arg( )b a a tU Z Z Z  arg arg arg( )b a a tU Z Z Z  

18 94 7 arg 42bU  arg 318 ( 42 )bU  

19 94 8 したがって，回転マークから反時計方

向に 42の位置に，  

したがって，回転マークから反時計方向

に 42（あるいは時計方向に 318）の位

置に， 

20 94 5 ＜誤＞ 
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＜正＞ 
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